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はじめに

　わが国は、世界各国に先駆けて人口減少社会に入りつつあり、少子・高齢

化のスピードは、より一層加速しています。国立社会保障・人口問題研究所は、

45年後の 2060 年には日本の人口が 8,674 万人になると予測しています。

　帯広市においても、第六期帯広市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

では、10 年後の 2025 年には人口 160,943 人、高齢者数 49,482 人、高齢化率

30.6％と推計しています。

　こうした人口減少社会への突入は少子・高齢化を要因とし、独居高齢者や

高齢者夫婦のみの世帯の増加による孤立死の発生や老々介護によるさまざまな問題の発生のほ

か、高齢者や障がい者、児童への虐待の発生などに深く関係しているものと思われます。

　さらに、認知症高齢者の増加も避けられない現状にあります。

　こうした社会状況の中で、国は高い公益性と非営利性を備えた社会福祉法人の役割がますます

重要となっているとの認識のもと、社会福祉法人制度改革に取り組もうとしており、私ども帯広

市社会福祉協議会へも当然影響があるものと考えています。

　また、生活困窮者自立支援については、失業や病気、家族の介護などをきっかけに、生活が困

窮する人々が増える中で、この国の活力が失われつつあり、生活困窮者への相談支援を通じた地

域づくりの構築、あるいは地域包括ケアの体制づくりや権利擁護支援の仕組みづくりも含めた、

今日的な地域福祉推進の全体に係ることとして取り組む必要があるとされています。

　こうした本会を取り巻くさまざまな状況、社会環境の変化を踏まえ、多様化する福祉ニーズへ

の対応が重要な課題となっており、地域における多様な福祉ニーズにきめ細かく対応し、既存の

制度では対応できない人々を支援していくことが必要となっています。

　このような認識のもと、第５期の帯広市地域福祉実践計画の策定にあたりましては、本会とし

て初めて、事業に関する意識調査及び住民意識アンケートを実施するとともに、第４期帯広市地

域福祉実践計画の実践項目、実施事業について評価を行いました。

　また、帯広市を始めとする関係機関・団体などと意見交換なども行いながら計画づくりにあたっ

てきました。

　第５期帯広市地域福祉実践計画においても「ともに支え合う、安心・安全・福祉のまちづく

り」を基本理念とし、４つの基本目標のもと 16 の実践計画を定め、78 項目の具体的な取り組み

を実施することとし、「誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことのできる地域社会」を目指し、

関係機関・団体の皆さまのご協力を得ながら計画の着実な推進を図ってまいります。

　平成 27 年４月

社会福祉法人帯広市社会福祉協議会

会　長　　畑　中　三　岐　子
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